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摂
南
大
学
土
木

会
会
員
の
皆
様
に

は
平
素
よ
り
都
市

環
境
工
学
科
の
教

育
・
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
学
科
長
を
拝
命
し
て
か
ら
の
こ
の

１
年
半
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
と
い
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
大
学
は
、
い
や
日

本
中
、
世
界
中
が
振
り
回
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の

職
場
に
お
か
れ
ま
し
て
も
様
々
な
影
響
を
受
け
な

が
ら
も
、
色
々
な
工
夫
を
さ
れ
な
が
ら
業
務
継
続

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
推
察
い
た

し
ま
す
。
昨
年
度
の
本
会
報
誌
で
の
挨
拶
文
に
て

大
学
に
お
け
る
対
応
の
状
況
は
少
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
つ
き
ま
し
て
簡

単
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
後
期
授
業
は
、
６
月
に
学
長
よ
り
示
さ

れ
ま
し
た「『
誰
一
人
と
し
て
置
き
去
り
に
し
な

い
』教
育
体
制
～
後
期
授
業
の
実
施
方
針
～
」＝

「
講
義
科
目
は
、原
則『
遠
隔
授
業
』、実
験
、実
習
、

演
習
、
ゼ
ミ
科
目
は
、
遠
隔
授
業
お
よ
び
対
面
授

業
の
い
ず
れ
も『
実
施
可
』」に
そ
っ
て
、
比
較
的

混
乱
無
く
、
ま
た
先
生
方
も
前
期
の
経
験
を
生
か

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
の
作
成
や
対
面
で
の
授
業

の
工
夫
を
さ
れ
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が
、

感
染
の
拡
が
り
が
や
や
小
康
状
態
と
な
っ
て
き
た

こ
と
を
受
け
て
11
月
に
は「
感
染
の
拡
大
防
止
対

策
下
で『
対
面
授
業
』を
原
則
と
す
る
」と
の
教
育

方
針
が
出
さ
れ
、
一
部
授
業
は
遠
隔
授
業
か
ら
対

面
授
業
へ
と
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
入
学
後
同
級
生

と
顔
を
合
わ
す
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
１
年

生
に
と
っ
て
は
、
対
面
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
に
と
ど

ま
ら
ず
わ
ず
か
で
は
あ
れ
同
級
生
と
話
し
の
出
来

る
貴
重
な
場
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
1
年
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
残
念
な
こ
と
に
2
0
2
0
年
度
新
入
生
66
名

の
う
ち
8
名
が
進
級
不
可
と
な
り
1
名
は
退
学
し

て
専
門
学
校
へ
と
進
路
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
い
き
な
り
入
学
式
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
諸
行
事
が
中
止
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
実
施
と
な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
自
宅
待
機
が
続

き
、
授
業
開
始
後
も
原
則「
遠
隔
授
業
」と
な
る
な

ど
、
日
常
の
生
活
リ
ズ
ム
や
学
習
習
慣
を
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
、
学
生
と
直
接
接
し
な
が
ら
の

教
員
の
サ
ポ
ー
ト
が
十
分
出
来
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
度
に
入
り
ま
し
て
も
コ
ロ
ナ
感
染

の
波
に
呼
応
し
て
対
面
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
い
て
、
後
期
授
業
も
緊
急

事
態
宣
言
の
発
出
を
受
け
て「
講
義
は
原
則
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
」で
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
摂
土

会
の
皆
様
の
ご
協
力
で
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
講
演
会
も
昨
年
度
同
様
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、
現
場
見
学
会
は
実
施
が
難
し
い
状
況
と
お
聞

き
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、
9
月
に
は
本

学
で
の
職
域
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
1
日
で
も
早

い
コ
ロ
ナ
感
染
の
終
息
を
待
ち
望
む
ば
か
り
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様

方
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
と
共
に
、
今

後
と
も
都
市
環
境
工
学
科
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

の
ほ
ど
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
日
、
本
会
報

執
筆
の
た
め
に
岡

山
県
蒜
山
に
あ
る

大
島
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト（
株
）を

訪
ね
ま
し
た
。
お
蕎
麦
屋
さ
ん
に
行
っ
た
と

き
の
待
ち
時
間
で
社
長
が「
四
つ
葉
の
ク

ロ
ー
バ
ー
を
探
そ
う
」と
言
わ
れ
た
の
で
社

長
夫
妻
と
私
の
3
人
で
探
し
ま
し
た
。
全
員

が
一
つ
は
見
つ
け
、
社
長
は
二
つ
見
つ
け
ま

し
た
。
何
十
年
ぶ
り
か
の
ス
マ
ホ
も
何
も
要

ら
な
い
あ
っ
と
い
う
間
の
待
ち
時
間
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
宣
言
か
ら
一
年
半
余
り
で
我
々
は
不

要
不
急
を
今
ま
で
以
上
に
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
組
織
に
所
属
し

て
い
る
方
で
あ
っ
て
も
、
自
分
自
身
で
物
事

の
軽
重
を
判
断
し
な
が
ら
時
間
を
割
り
振
っ

て
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
方
が
以
前
に
比
べ

て
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

集
団
生
活
の
中
で
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や

セ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
大
き
な
成
長
で
す
。

　

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）を
実
行
し
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
実
効
を

上
げ
る
デ
ジ
タ
ル
庁
が
今
年
9
月
に
新
た
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
の
目
的
は
生
産
性

の
向
上
に
他
な
り
ま
せ
ん
が
、
人
類
が
自
然

と
調
和
し
て
生
き
続
け
る
た
め
に
何
が
重
要

か
を
見
極
め
、
問
題
を
把
握
し
目
標
や
課
題

を
設
定
す
る
活
動
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
、

そ
の
施
設
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
そ
の
施
設

の
修
繕
を
な
ぜ
優
先
さ
せ
る
の
か
、
ど
う
す

れ
ば
市
民
の
安
全
安
心
が
確
保
さ
れ
満
足
感

や
豊
か
さ
が
得
ら
れ
る
の
か
を
思
索
し
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
最
適
解
に
導
く
こ
と
は

土
木
技
術
者
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
。
最
適
解
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
よ
う
に

思
考
し
、
高
い
生
産
性
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

行
動
す
る
こ
と
は
言
わ
ず
も
が
な
で
す
。

　

忙
し
さ
の
あ
ま
り
、
当
た
り
前
、
言
わ
ず

も
が
な
の
原
点
を
忘
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
場
面
に
し
ば
し
ば
出
く
わ
し
ま
す
。
四

つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
探
し
な
が
ら
幸
せ
の

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
私
が
い
い
例
で
す
。

目
の
前
の
課
題
に
忙
殺
さ
れ
デ
ジ
タ
ル
に
翻

弄
さ
れ
て
い
て
は
最
適
解
が
得
ら
れ
な
い
ば

か
り
か
本
来
土
木
技
術
者
に
求
め
ら
れ
て
い

る
国
土
の
未
来
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

個
人
、
組
織
が
今
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、

物
事
を
大
所
高
所
か
ら
見
る
こ
と
で
本
質
が

見
極
め
ら
れ
、
希
望
あ
る
未
来
が
描
け
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

摂
土
会
が
未
来
を
描
け
る
組
織
で
あ
り
続

け
ら
れ
ま
す
よ
う
よ
り
一
層
の
皆
様
方
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

原
点
に
帰
っ
て
未
来
を
描
く
～
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
～

会 

長
　
新
田  

耕
司（
摂
大
平
成
２
年
卒
）中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

会
長
挨
拶

収
ま
ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
猛
威
と

　
　

都
市
環
境
工
学
科
の
こ
の
１
年

都
市
環
境
工
学
科
　
教 

授
　
福
島 

徹

学
科
長
挨
拶
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「都市環境システム工学科 建築士プログラム」（一級建築士受験資格）認定条件※1

入学年（西暦） 入学年（平成） 学科 「建築士プログラム」認定の条件
2002 14 都

市
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
科

平成20年度開講の「建築製図」又は平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を科目履修生として単位取得する※2。又は同等の科目を他大学で
履修して単位取得する※3。2003 15

2004 16
2005 17 平成20年度開講の「建築製図」を単位取得して卒業する。又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」（平成21年度から開講）を科目履修生として単位取得

する※2。もしくは同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2006 18
2007 19 平成21年度から開講の「建築設計製図Ⅰ」を単位取得して卒業する。又は卒業後に「建築設計製図Ⅰ」を科目履修生として単位取得する※2。もしく

は同等の科目を他大学で科目履修して単位取得する※3。2008 20
2009以降 21以降 認定されない。※4
※1：�一級建築士受験を目指す「建築士プログラム」認定の条件です。卒業後に、建築に関して2年以上の実務経験を経て一級建築士試験の受験資格が得られます。二級建築士は、卒業後に1年以上の

実務経験を経て受験できます。この場合、「建築士プログラム」認定の必要はありません。また、二級建築士合格後、4年以上の実務経験を経て一級建築士が受験できます。
※2：�卒業後に対象科目の単位修得を行った場合も実務経験の起算日は卒業時となりました。なお科目履修の手続きについては教務課に問い合わせください。
※3：�卒業後に対象科目の単位を他大学で取得した場合でも一級建築士の受験資格が得られるようになりました。ただし、他大学で科目を修得するにあたって、受講予定の授業内容と本学の「建築

設計製図Ⅰ」の内容が一致しているかどうかについては、主管庁の国土交通省、建築技術教育普及センター、本学においても事前には一切回答いたしません。申請者が一級建築士の受験申請
をする際に初めて国土交通省で審査されます。

※4：�2009年度入学生（2010年度以降は都市環境工学科）からは新建築士法が適用されます。「建築士プログラム」は認定されませんが、新建築士法の規定により、指定科目の履修と所定の実務経験
から二級建築士の受験資格が得られます。

役員　小川 芳也
（摂大平成14年卒業、摂大修士平成16年修了、摂大博士平成24年修了）

　令和２年度通常総会が令和２年11月28日（土）16時30分～17時、
オンライン方式にて開催されました。
　総会は，新田耕司会長（摂大平成２年卒）の挨拶に始まり、過年度
の事業報告・決算報告および令和２年度事業計画・予算計画について
審議され、それぞれ原案どおり承認されました。
　その後の情報交換では、コロナウイルスの影響により対面開催が
叶わずオンライン方式による開催となりましたが、オンラインだか
ら参加できた・初めて参加したという声も聞くことができて、卒業
生・教員共に懇親を深めることができました。

　摂南大学で教鞭をとってこられました福島徹教授が
2022年３月31日をもちまして退職されることになりまし
た。つきましては、下記のとおり最終講義が開催されます
ので、ご案内申し上げます。
　ご多用中のところ誠に恐れ入りますが、先生と親交の深
い方々をはじめ皆様のご来臨をお待ちしております。�

日時：2022年３月14日（月） 15時～16時30分
開催方法につきましては、学科HP等でお知らせいたします。

　摂南大学土木会では、業界の将来を担ってもらうべ
く、１人でも多くの学生に建設業界への就職をしても
らいたいと考え、その選択において貴重な資料として
もらえるように業界の紹介を実施しています。今年は
２，３年生を対象として、10月９日（土）に、ケイコン株
式会社の平森充洋様（摂大H7年卒）にご講演いただきま
した。学生から質問が出るなどこれから始まる就職活
動を意識して集中して聞き入っていました。

　令和３年度通常総会を11月27日（土）10時～
１時間程度、オンライン方式にて予定していま
す。特別講演会と懇親会はございません。
　参加ご希望の方は、都市環境工学科　石田裕
子（ishida@civ.setsunan.ac.jp）までお申し込
みください。お申し込みの方に、当日のアクセ
ス先を後日お知らせいたします。
　詳細については、以下に案内を記載いたしま
すので、ご参加のほど宜しくお願いいたします。

摂南大学土木会
　HP：https://www.setsudokai.jp/

令和２年度通常総会開催される

福島徹教授
最終講義のご案内

総会案内

準会員（学生）向けの
特別講演会を開催しました
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［摂南大学土木会］ 令和２年度 決算書・令和３年度 予算書（案）
令和２年度 決算（案）　令和２年10月１日から令和３年９月30日 ▼令和２年10月１日現在�特別積立金390万円

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　目 予　算 決　算 科　　目 予　算 決　算

前年度繰越金　　　　 531,984 531,984 事務費等　　　 140,000 24,969
正会員入会金（66名） 690,000 660,000 会報発行費 800,000 779,670
広告料（17社） 440,000 340,000 同窓会補助 80,000 0
預金利息 100 4 役員会・評議員会費 100,000 0
寄付金 0 139,000 総会費 100,000 0
雑収入 0 2 特別講演会（2人分） 100,000 0

ホームページ維持管理費 132,000 132,000
慶弔費・見舞金 70,000 10,000
雑費 30,000 3,080
名簿追加修正費 30,000 0
予備費 80,084 721,271

合計金額 1,662,084 1,670,990 合計金額 1,662,084 1,670,990
令和３年度　予算（案）　令和３年10月1日から令和４年9月30日 ▼令和３年９月30日現在�特別積立金390万円

収　入　の　部 支　出　の　部
科　　　目 予　算 科　　　目 予　算

前年度繰越金 721,271 事務費等　　　 140,000
正会員入会金（73名） 730,000 会報発行費 800,000
広告料（20社）　　　　　　　 400,000 同窓会補助 80,000
預金利息 100 役員会・評議員会費 100,000

総会費 100,000
特別講演会（2人分） 100,000
ホームページ維持管理費 132,000
慶弔費・見舞金 70,000
雑費 30,000
名簿追加修正費 30,000
予備費 269,371

合計金額 1,851,371 合計金額 1,851,371

令和３年度　摂南大学土木会役員・評議員名簿【案】 *学内連絡係／ **代表幹事／ ***副代表幹事／※代表評議員

相談役 森　　俊介（S55）
同　上 藤田　孝志（S55）
同　上 新井　栄作（S60）

役　員
会　長 新田　耕司（H2）
副会長 西川　朝彦（S48）
同　上 青木葉隆典（S62）
常任委員 片桐　　信
同　上 熊谷樹一郎
同　上 熊野　知司
* 同　上 田中賢太郎（H13）

同　上 寺本俊太郎
同　上 福島　　徹
同　上 佐藤　大作
同　上 水野　忠雄
同　上 田中　昌明（S48）

*** 同　上 城野　和夫（S50）

奥田日出男（S46）
江原　光治（S47）
大畠　和夫（S47）

※ 城　幸一郎（S47）
平峯　武志（S47）
塩沢　　隆（S48）
万字　　敦（S49）
陰山　豊秀（S50）
延永　稔仁（S50）
柴田　芳彦（S51）
小西　隆夫（S52）
池谷　　力（S53）
藤田　謙治（S54）
坂上   敏彦（S54）
* 平尾　雅一（S54）

石橋　源三（S55）
山口　雅明（S55）

北村　幸定（S56）
寺岡　國仁（S57）
道山　長八（S57）
松下　正寿（S58）
木村　寿夫（S59）
宮川　尚三（S60）
岩崎　　央（S61）

※ 大野　幸一（S61）
大橋　政広（S62）
高田　　太（S62）
中野　　茂（S63）
森　　光正（H01）
秋岡　宜和（H02）
岡田　博志（H03）

※ 佐々木　剛（H04）
前田　泰秀（H05）
木村　隆幸（H06）

卜部　伸一（H07）
水野　貴史（H08）
吉山　昌志（H09）
手嶋　正和（H10）
山元　一平（H11）
亀井　義明（H12）
水島　裕幸（H12）
高岡　栄二（H13）
福島　智行（H14）
川勝　雄介（H15）
小山　裕貴（H15）
藤澤   博規（H16）
亀岡   慎也（H17）
中島   誉史（H18）
藤田   雄三（H19）

※ 東出　　唯（H20）
中川　佳祐（H21）

根木　沙織（H22）
小笠原裕介（H23）
赤星　健太（H24）
植田　友徳（H25）
川島　慶一（H25）
川口　雄大（H26）
黒田　佳郎（H27）
中野　洋平（H28）
合田　周平（H29）
田中　達大（H30）
奥田　勝稀（H31）
藤家　凌我（H31）
森　　敬洋（R2）
阪田　直樹（R2）
杉本　雅弥（R3）
中原　汰朗（R3）

同　上 北村　幸定（S56）
同　上 延永　稔仁（S50）

** 同　上 中土井敬史（H7）
同　上 中村　貴則（H10）
同　上 坂本　　圭（H10）
会　計 石田　裕子
同　上 小川　芳也（H14）
監　査 伊藤　譲
同　上 眞鍋　育弘（S51）

評議員 中野　昭雄（S39）
福田　富保（S40）
中谷　利昭（S42）
古川　忠彦（S43）
荒瀬美喜夫（S44）
丸山　良夫（S44）
上柳　清志（S45）
正本　　実（S45）
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研 究 室 だ よ り
　水圏工学研究室は2019年度より私が都市環境工
学科に着任したのと同時に開設した研究室です。早
くも３年目に入ったということで、私自身、時がた
つのは早いなと実感しています。今年度は昨年度の
コロナ禍での卒業研究を経験したことで、昨年に比
べればスムーズに進んでいると感じていますが、や
はりいろいろな制約のもとで研究室生活を送らなけ
ればならないということで、不自由を感じることも
多いのが現状です。卒業研究は専門的な知識を深め
るだけでなく、大きなものから小さなものまで課題
解決を自分で考えながら取り組める良い機会ですし、
そうした経験を積み重ねることで大きく成長できる
チャンスです。研究活動の中でできるだけ多くの経
験をしてもらえるように進めたいと考えています。
　当研究室は水圏工学と名前がついていますが、私
自身の専門は海岸工学、環境水理学であり、南太平
洋の小島嶼国での持続的な海岸保全について現地調

査や数値計算から研究を行ってきました。特にツバ
ルという国を対象に、気候変動による海面上昇影響
下での海岸侵食の問題や沿岸波浪変化の評価に取り
組むとともに、淡水レンズと呼ばれる地下水の保全
などにも研究を拡げています。卒業研究ではテーマ
を提案してもらうことも多く、これまでに津波、高
潮、河川氾濫に関するテーマについて研究を実施し
ました。昨年度からは日本国を対象として、気候変
動による海面上昇、高潮、河川氾濫による浸水影響
を全国規模で評価するプロジェクトが気候変動影響
予測・適応評価の総合的研究（S-18）内でスタートし
ました。このなかで、当研究室は日本国沿岸の海岸
堤防や護岸といった海岸保全施設の現状把握と将来
の海水位や高潮などの沿岸外力での必要高さの推定
をGISや数値計算を用いて明らかとすることがミッ
ションになっています。以上の様に、沿岸域を中心
に、水に関わる事象を幅広く対象にして研究を進め
ています。

水圏工学研究室　准教授　佐藤 大作
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「助かる命を無駄にしない」
自然災害調査、地盤調査、各種構造物施設点検
全国各地での地盤防災についての講演

防災教育の普及と啓蒙活動

地盤を学び災害から身を守る技術を提供します

株式会社　コスモテック株式会社　コスモテック
代表取締役　田中 未来
取締役会長　田中 昌明（昭和48年卒）

〒540-0026 大阪市中央区内本町2-4-10-703
  TEL：06-6942-0808　FAX：06-6942-0909

E-mail：info＠cosmotec-jiban.com　URL：http://www.cosmotec-jiban.com/
地盤防災 コスモテック

田中ゼミ

学位記の授与

オンラインによる学長祝辞

教 室 だ よ り
　今年度、都市環境工学科には、１年次82名、２
年次66名、３年次68名、４年次73名で合計289名
の学生が学んでいます。女子学生の数も年々増えて
おり、ここ数年は各学年10人を超える女子学生が
在籍しています。大学院の社会開発工学専攻におけ
る本学科出身者は、１年次７名、２年次５名です。
福島徹教授が学科長として学科運営に当たり、教職
員は専任10名、非常勤34名、事務スタッフ３名の
陣容で教育・研究の指導を行っています。
　日本で2020年初頭から広がりを見せた新型コロ
ナウイルス感染症（COVID-19）の影響を受け、本学
科の教育・研究活動も大きく変わりました。2020
年度前期は５月25日から完全オンライン授業でス
タートしました。入学式も開催できず、新入生たち
にとっては不安の大きい大学生活の始まりだったと
思います。６月からは研究活動で４年生や大学院生
が登校できるようになり、少しずつ学生の姿を学内
で見るようになりましたが、いつものような活気は
ありませんでした。
　後期授業は、感染予防対策をとりながら、オンラ
イン授業と対面授業を組み合わせての実施となりま
した。学科の専門科目である「都市環境基礎ゼミⅡ」
の中で、「P-1グランプリ」というペーパーを用いて製
作する橋梁模型のコンテスト形式の授業を展開して
います。これにつきましても、大勢が一度に集まる
ことを避け、全体ガイダンスや班の学生同士の打合
せはオンラインで実施し、複数人数で製作していた
橋梁模型を個人で製作するなど、例年とは違う形式
で行いました。デザイン部門の投票やプレゼン部門
の審査も、オンラインで実施しました。載荷試験を
行う構造部門のコンテストについては、大教室で密
を避け着席し、対面での実施となりました。この一
年で、学生たちのICTツールの活用能力が大きく高

まったと実感しています。2020年度の結果は、構
造部門の優勝は伊藤ゼミ、準優勝は寺本ゼミ、プレ
ゼン部門の優勝は熊谷ゼミ、準優勝は水野ゼミ、デ
ザイン部門の優勝は佐藤ゼミとなりました。
　学科主催行事も大きく制限を受けました。例年は
摂南大学土木会のご協力もいただきながら実施して
いる現場見学会につきましても、中止を余儀なくさ
れました。準会員向け講演会につきましては、対面・
オンラインのハイブリッド方式で実施することがで
きました。ご講演いただきました卒業生のみなさま
に感謝申し上げます。
　前年度は中止になった学位記授与式は、教室で実
施することができました。卒業祝賀会はなく、学位
記を渡すのみの小規模な会となりましたが、晴れ着
姿の女子学生や民族衣装を着た留学生などで、いつ
もの教室が華やかになり、無事に卒業式が迎えられ
て学生たちも嬉しそうでした。摂南大学土木会によ
る卒業研究優秀賞
は、該当学生に向
けて、卒業研究優
秀賞建設部門１名、
環境部門１名に表
彰させていただき
ました。この紙面
をお借りしてご報
告とさせていただ
きます。令和３年
３月卒業生の皆様
方、新しいステー
ジでのご活躍を期
待しています。今
後ともどうぞよろ
しくお願いいたし
ます。

都市環境工学科　准教授　石田 裕子
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【本社】
〒102-8182 東京都千代田区九段北4-2-38
　TEL：03-3262-9181
　FAX：03-3262-9200

【大阪支店】
〒540-0012 大阪市中央区谷町1-3-27
　TEL：06-6942-1507
　FAX：06-6942-1500

　
前
年
度
担
当
の
片
桐
先
生
よ
り

引
継
ぎ
、
今
年
度
の
就
職
担
当
を
拝

命
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
本
コ
ラ
ム

の
タ
イ
ト
ル
が「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

の
就
職
活
動
」で
し
た
が
、
今
年
度

も
大
き
く
変
わ
ら
ず
、
や
は
り
コ
ロ

ナ
禍
で
の
就
職
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
数
年
前
ま
で
の
就
職
活
動
と
は

大
き
く
様
相
が
異
な
り
ま
す
が
、
昨

年
度
の「
急
遽
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
の

採
用
活
動
」と
比
べ
る
と
、
今
年
度

は
企
業
側
も
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ

と
を
前
提
に
採
用
活
動
を
展
開
し

て
お
り
、
昨
年
度
に
見
ら
れ
た
よ
う

な
混
乱
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
9
月
29
日
時
点
で
の
内
定
率
は

86
％
と
な
っ
て
お
り
、
例
年
と
比
較

す
る
と
若
干
低
い
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
建
設
系
企

業
の
採
用
意
欲
が
低
下
し
て
い
る

と
い
う
話
は
全
く
聞
こ
え
て
こ
ず
、

お
会
い
す
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
企
業

の
方
か
ら
人
手
が
足
り
な
い
と
い

う
こ
と
を
伺
っ
て
い
る
た
め
、
学
生

に
と
っ
て
は
就
職
し
や
す
い
状
況

が
こ
こ
数
年
継
続
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
未
内
定
者
は
公
務
員
志
望
、

教
員
志
望
、
建
設
分
野
以
外
で
の
就

職
を
希
望
す
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど

で
、
継
続
し
て
就
職
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
内
定
者
の
内

訳
を
大
ま
か
に
見
て
み
る
と
、
建
設

関
係
50
％
、
建
築
関
係
2
％
、
高
速

道
路
・
道
路
関
係
7
％
、
鉄
道
4
％
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
13
％
、
ガ
ス
・
電

気
2
％
、
公
務
員
7
％
、
大
学
院
進

学
9
％
、
そ
の
他（
他
分
野
な
ど
）

6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
と

比
較
す
る
と
建
設
系
が
多
く
、
特
に

ゼ
ネ
コ
ン
へ
就
職
を
決
め
た
学
生

が
多
い
と
い
う
印
象
で
す
。
大
学
院

で
は
4
名
の
学
生
が
就
職
活
動
に

取
り
組
み
、
建
設
関
係
2
名
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
1
名
、
高
速
道
路
関
係

1
名
と
全
員
が
希
望
通
り
の
就
職

先
に
内
定
を
頂
き
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
電
子
化
さ
れ
た
膨
大

な
企
業
情
報
の
中
か
ら
自
分
の
希

望
す
る
条
件
と
マ
ッ
チ
す
る
企
業

を
探
し
出
す
と
い
う
点
に
苦
労
す

る
学
生
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。
O
B
・
O
G
の
皆
様
が
活
躍

さ
れ
て
い
る
企
業
や
学
科
と
つ
な

が
り
の
あ
る
企
業
な
ど
の
情
報
を

有
効
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

で
き
る
だ
け
学
生
の
目
に
届
き
や

す
い
形
で
就
職
情
報
を
共
有
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和３年度就職状況

続・コロナ禍の中での就職活動� 都市環境工学科　准教授　佐 藤　大作
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私　の　近　況　報　告
摂南大学　元教授　海老瀨　潜一

　７年前に退職し、残した研究を続けています。
コロナ禍のため学会はon�lineで口頭発表がなく、
研究仲間に会う機会をなくし、同窓会も自粛で、
現在は巣籠り状態です。摂大勤務最終年の2013年
９月16日は、淀川新橋での３日毎の淀川水質調査
当日でした。台風18号で近畿東部は大雨、1953年
台風13号に匹敵する淀川大出水でした。1953年
と比べ、瀬田川洗堰や淀川６ダムのピーク流量カッ
ト効果もあり、淀川の被害は比較的小さく済みま
した。枚方大橋下流堤防では天端へ１ｍ弱の水位
になり、淀川放水路から海に出た濁水は神戸沖ま
で達し、大阪湾北東部海底に有機物質・栄養塩が
沈積したことを、論文にしました。
　屋久島渓流水質の年４回調査を18年間続けた後、
降水への酸性物質影響最前線である、東シナ海・
日本海側離島・高山の天草下島・福江島・対馬・隠

岐・佐渡島、大山・妙高山・飯豊山・朝日岳・月山・
鳥海山・森吉山・岩木山などの渓流水調査をしまし
た。さらに台湾・済州島と沖縄国頭山地・徳之島を
加え、中国大陸から偏西風や北西季節風で飛来す
る大気汚染物質由来の酸性物質地域分布の特徴を
明らかにしました。これとても、21世紀後半にカー
ボンニュートラル施策が遂行されると、硫酸・硝
酸イオンの化石燃料由来酸性物質も激減し、昔の
研究と忘れ去られることと思います。環境は時代
とともに変化します。
摂土会会員の皆様に
は新型コロナに打ち
克ってのご活躍と、
摂土会の益々のご発
展を願って、筆を擱
きます。 調査を共にした愛車とともに
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特 集 記 事  貢献する土木技術
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指
し
た
き
っ
か
け
と
現
在

　

向
日
市
役
所

�

才
野 

紅
葉（
摂
大
平
成
26
年
卒
）

　

私
は
、平
成
26
年
3
月
に
摂
南
大
学
を
卒
業
し
、

同
年
4
月
か
ら
向
日
市
役
所
で
働
き
始
め
、
今

年
で
社
会
人
8
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
学
生
の
頃
、「
建
設
業
界
が
女
性
の
技
術

者
を
求
め
て
い
る
」こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
の
先
生
か
ら
お
聞
き
し
た
の
は
、「
求
め
ら

れ
て
い
て
も
職
場
の
設
備
が
ま
だ
ま
だ
女
性
に

対
応
し
き
れ
て
い
な
い
。」と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
よ
う

な
環
境
で
も
、
公
務
員
で
あ
れ
ば
、
男
女
問
わ
ず
、
た
く
さ
ん
の
人
が

働
い
て
い
る
の
で
、
職
場
の
設
備
の
心
配
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
就
職
に
向
け
て
の
勉
強
を
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。

　

一
言
に「
公
務
員
」と
い
っ
て
も
、
普
段
、
市
役
所
な
ど
に
行
っ
て
手

続
き
を
す
る
窓
口
業
務
を
行
う
人
た
ち
の
ほ
か
に
、
窓
口
か
ら
は
直
接

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
土
木
に
携
わ
り
、
技
術
職
と
呼
ば
れ
る
仕
事
に
私
は
就
い
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
道
路
管
理
者
と
し
て
、
市
が
管
理
し
て
い
る
道
路
な
ど
の
維

持
管
理
、
工
事
の
発
注
、
法
律
や
条
例
に
基
づ
い
た
許
認
可
手
続
き
な

ど
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

維
持
管
理
と
は
、
最
も
身
近
な
公
共
施
設
で
あ
る
道
路
を
誰
も
が
安

心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
不
具
合
箇
所
を
早
期
に
発
見
し
、

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
対
策
を
検
討
し
、
講
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
日
々
、
仕
事

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

損
傷
の
あ
る
道
路
を
補
修
す
る
工
事
や
新
し
い
道
路
を
つ
く
る
工
事

な
ど
が
完
成
し
た
と
き
に
は
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
が
目
に
見
え
る
場

所
に
現
れ
、
大
き
な
達
成
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

公
務
員
は
人
事
異
動
も
あ
り
、
0
か
ら
勉
強
し
て
数
年
後
、
よ
う
や

く
わ
か
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
頃
に
仕
事
の
内
容
や
考
え
方
が
全
く
異

な
る
部
署
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
新
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
自
分
自
身
が
さ
ら
に

成
長
し
、
技
術
力
向
上
の
ス
テ
ッ
プ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
学
時
代
に
一
緒
に
学
ん
だ
仲
間
や
大
学
の
先
輩
た
ち
と
一
緒
に
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
摂
南
大
学
を
卒
業
さ
れ

る
方
ま
た
は
さ
れ
た
方
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
仲
間
と
し
て
出
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

建
設
か
ら
管
理
へ
つ
な
ぐ

　

独
立
行
政
法
人　

水
資
源
機
構

�

北
村 

美
紗
樹（
摂
大
平
成
28
年
卒
、
摂
大
修
士
平
成
30
年
修
了
）

　

令
和
3
年
7
月
伊
豆
山
土
砂
災
害
を
は
じ
め

昨
今
の
降
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
に
対
し
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
学
生
時
代
に
こ
の
よ
う
な
降
雨
災
害

の
減
災
と
生
態
系
保
全
に
つ
い
て
学
び
、
平
成

30
年
3
月
に
摂
南
大
学
大
学
院
を
修
了
し
た
の

ち
、
同
年
4
月
に
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

に
入
構
し
ま
し
た
。
当
機
構
は
ダ
ム
や
水
路
の
建
設
か
ら
管
理
ま
で
を

担
う
会
社
で
あ
り
、
私
は
ダ
ム
の
管
理
、
特
に
防
災
業
務
に
携
わ
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
が
志
望
動
機
で
し
た
。
現
職
で
あ
る
豊
川
用
水
総
合

事
業
部
で
の
仕
事
は
水
路
の
建
設
事
業
で
あ
り
、
一
見
す
る
と
志
望
と

は
異
な
る
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
建
設
事
業
か
ら
見
据
え
る
管
理

の
仕
事
に
つ
い
て
未
熟
な
が
ら
綴
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
携
わ
っ
て
い
る
豊
川
用
水
の
建
設
事
業
は
、
通
水
53
年
目
を
迎

え
た
既
設
の
開
水
路
に
対
し
、
今
後
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
る
大
規
模

地
震
へ
の
対
策
と
し
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
構
造
の
併
設
水
路
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
通
水
や
既
設
水
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

可
能
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
ま
た
、
洪
水
導
入（
降
雨
時
に
ダ
ム

か
ら
調
整
池
へ
送
水
し
ダ
ム
に
貯
水
す
る
）や
需
要
変
動（
利
水
者
が
要

求
す
る
水
量
と
実
際
に
使
用
す
る
水
量
の
差
）へ
の
対
応
と
し
て
、
圧

力
管
の
送
水
性
が
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
水
路
の
複
線
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
私
が
所
属
す
る
調
査
設
計
課
で
は
、
現
在
の
管
理
状
況
を
把
握
し

た
上
で
未
来
の
管
理
を
見
据
え
て
水
路
設
計
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
平
常
時
、
洪
水
時
、
地
震
時
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
場
合
を
想
定
し

た
水
運
用
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
業
務
に
含
ま
れ
ま
す
。
私
は
こ
の
仕
事

に
携
わ
る
ま
で
、建
設
事
業
は
ハ
ー
ド
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、“
管

理
の
未
来
を
構
築
す
る
仕
事
”
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
建
設
事
業
が
管
理
の
未
来
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
重
要

な
仕
事
だ
と
気
付
い
た
こ
と
に
よ
り
、
自
身
が
志
望
し
て
い
た
防
災
業

務
に
つ
い
て
も
今
後
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

冒
頭
の
よ
う
な
災
害
が
頻
繁
に
起
こ
り
う
る
時
代
と
な
り
、
経
験
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
時
代
で
す
。
我
々
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に
よ

り
良
い
生
活
を
創
り
守
る
技
術
者
と
し
て
、管
理
に
つ
な
が
る
建
設
を
、

時
代
に
対
応
す
る
管
理
を
、
こ
れ
ら
を
継
続
す
る
努
力
を
惜
し
ま
ず
仕

事
に
勤
し
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
井
組
で
経
験
し
た
こ
と

　

㈱
新
井
組

�

髙
木
　
長（
摂
大
平
成
31
年
卒
）

　

私
は
、
平
成
31
年
4
月
に
㈱
新
井
組
に

入
社
し
、
本
年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

弊
社
は
、
兵
庫
県
西
宮
市
に
本
社
を
持
ち
、

関
西
に
基
盤
を
置
く
ゼ
ネ
コ
ン
で
あ
り
、

土
木
工
事
で
は
、
河
川
、
道
路
、
造
成
、

上
下
水
道
、
耐
震
補
強
な
ど
幅
広
い
分
野

で
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、

私
が
入
社
し
て
経
験
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

私
は
1
年
目
か
ら
2
年
目
に
か
け
て
国
土
交
通
省
発
注
の
耐
震

補
強
の
現
場
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
1
年
目
は
国
道
に
架
か
る

橋
梁
の
支
承
取
替
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
は
、
工
種
や
施
工
方
法
、

道
具
な
ど
聞
き
覚
え
の
な
い
言
葉
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
か
ら

な
い
こ
と
を
図
面
か
ら
読
み
取
り
、
上
司
や
協
力
業
者
の
方
に
教

わ
り
な
が
ら
理
解
し
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
工

事
は
1
人
で
は
出
来
ず
、
協
力
し
合
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
施
工
上
で
行
き
詰
っ
た
際
、
協
力
業
者
の
方
か
ら

意
見
を
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
良
い
も
の
を
造
る
と
い
う
同
じ
目

標
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
、早
く
私
も
現
場
を
引
っ
張
っ

て
い
け
る
よ
う
な
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

2
年
目
は
地
震
に
よ
る
橋
桁
の
落
橋
防
止
対
策
や
、
鉄
道
近
接

の
橋
脚
コ
ン
ク
リ
ー
ト
巻
立
て
、伸
縮
装
置
の
取
替
を
行
い
ま
し
た
。

J
R
の
近
接
工
事
や
住
宅
街
付
近
の
夜
間
施
工
が
あ
っ
た
た
め
、

事
故
や
騒
音
な
ど
に
よ
る
苦
情
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

J
R
軌
道
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
オ
ー
プ
ン
掘
削
か
ら
ラ
イ
ナ
ー

プ
レ
ー
ト
を
用
い
た
土
留
工
へ
、
伸
縮
装
置
撤
去
を
従
来
工
法
の

ブ
レ
ー
カ
ー
に
よ
る
破
砕
作
業
か
ら
、ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
に
よ
る
ジ
ョ

イ
ン
ト
ス
ラ
イ
ス
工
法
に
変
更
し
、
安
全
・
環
境
に
対
し
特
に
配

慮
し
た
施
工
を
心
掛
け
ま
し
た
。
周
り
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
も
、
1
年
目
の
経
験
を
活
か
し
、
協
力
業
者
の
方
へ
指
示

を
出
し
現
場
を
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
土
交
通
省
発
注
工
事
に
お
い
て
、
現
場
代
理
人
の
役

職
を
い
た
だ
き
調
整
池
を
造
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
経
験
ば
か

り
で
、
苦
し
く
も
充
実
し
た
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
経
験
を

重
ね
、
信
頼
さ
れ
る
技
術
者
に
早
く
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
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　摂土木会第四代目会長を務められ同会名誉顧問の井
上治先生が令和３年４月25日に、同第六代目会長を務
められ同相談役の橋本悌造様が同年５月５日に亡くな
りました。

　お二方と親交の深かった大島技術コンサルタント㈱
の社長大島正樹様（以下大島先輩）に在りし日のお二方
についてお話しをうかがいました。

　井上先生は、1964年に大阪工業高等専門学校（摂南大
学の前身）に赴任されました。井上先生はドが付くほ
ど真面目な方だったそうで、学生時代勉強嫌いだった
大島先輩との交流がなかったそうです。井上先生と大
島先輩が急速に接近したのは1983年の初冬のことでし
た。大島先輩が関わられた岡山県旧八束村（現岡山県
真庭市蒜山）の三谷川に架かる三谷川橋がきっかけで
した。あろうことか竣工を目前にして三谷川橋が沈下
しだしたそうです。大島先輩は、ご自身が関わったこ
ともあり、何より地元の橋であることから原因究明と
適切に対策することを決めます。当時の大島先輩の周
辺には橋の沈下を解明するような技術者がいませんで
した。そのため、母校の先生を頼ることにしました。
川を横過する１径間の橋梁のため、河川の専門家と橋
台を支持している地盤の専門家に相談することにしま
した。河川は水理学の上田伸三先生、地盤が土質力学
の井上先生だったのです。地盤特性を調べるためすぐ
に採取して大阪まで送るように井上先生から指示があ
りました。大島先輩は言われるがまま支持地盤を採取
してその足で寝屋川まで運びます。「これは珪藻土では
ないか！」と井上先生がおっしゃると、大島先輩は

「け・い・そ・う・ど…？」と会話が成立しません。「珪藻
土とは、藻（も）の一種の珪藻の化石からできた堆積物
だよ」と井上先生の説明が始まります。日本有数の珪
藻土産地である岡山県蒜山地方では珍しいことではな
いとのことです。しかし、橋台の支持地盤となってい
ることには問題があります。珪藻土は体積当たりの比
重が軽く水分吸収率が高い性質があります。多量の水
分を含んだ川岸にある珪藻土に橋梁の死荷重が常時載
荷されることにより、水分が抜けきるまで珪藻土の体
積減少が進み沈下も続くというのです。大島先輩は恐
る恐る「どうすれば
いいでしょうか？」
と尋ねます。「沈下を
止めることは困難だ
が、沈下に伴う河川
の形状変化のリスク
を軽減させる方法は
ある」と井上先生が

言い、上田先生とともに河川を横断する帯工（帯床）の
設置と荷重を載荷させる珪藻土層の沈下促進を提案し
ます。その甲斐あって三谷川橋の沈下は収束し、帯工
だけの対策で今も現役で供用されています。
　橋本相談役は、大島先輩と同級生です。学生時代の
思い出は色々あったそうですが、紙面の都合上就職活
動の時のエピソードに留めます。橋本相談役の年代は
我が国初の高専卒業予定者で、高専がメジャーではな
かったため、就職に苦労されたそうです。就職難の中、
大島先輩はライト工業の就職内定を得ていましたが、
鋼橋の設計から施工まで関わりたいという想いで瀧上
工業にもエントリーすることにしました。するとまだ
就職の内定を得ていない橋本相談役から呼び出しを受
けます。橋本相談役も瀧上工業への就職を希望してい
るとのことで、大島先輩に瀧上工業へのエントリーを
遠慮して欲しいとのことです。大島先輩はなぜ他人の
ために自分の将来を諦めなければならないのかと思い、
橋本相談役とにらみ合います。その後、橋本相談役は
念願の瀧上工業に就職することになります。橋本相談
役は瀧上工業を経て建設コンサルタントの近代設計に
再就職し、近代設計の大阪支社長まで務められました。
大島先輩は橋本相談役に橋梁の設計から道路の地下横
断工の設計など種々の土木技術に関わることを相談し、
随分助けられたそうです。大島先輩は三谷川橋の一件
で橋梁の設計に対して難しさを越える恐怖を覚えてい
ました。身の程を知っている大島先輩は、ことあるご
とに橋本相談役に相談し、様々な問題を解決できるよ
うになったとのことです。
　この十数年は井上先生や橋本相談役、平城先生ら十
数名で構成されるFIT（フィット）研究会を蒜山にあっ
た井上先生の別荘で開催し、幸せな人生の送り方や終

しま

い方について語り合っていたそうです。
　人のおかげで今がある、蒜山の地で土木技術サービ
スなら大島技術
コンサルタント
へと言われるま
でに成長できた
のは井上先生や
橋本相談役のお
かげだと大島先
輩はおっしゃっ
ています。

　井上先生と橋本相談役のお二方に摂土会の発展にご
尽力いただいたことあらためてお礼申し上げます。お
疲れさまでした。お二人のご冥福をお祈りします。

 聞き手　新田耕司（摂土会第十代目会長）

井上治先生と橋本悌造先輩を偲ぶ

三谷川橋（1984年３月竣工）

FIT研究会の様子（手前中央右が井上先生、手前
中央左が橋本相談役）
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広告掲載募集中!
摂南大学土木会事務局

E-mail：ishida@civ.setsunan.ac.jp
HP：https://www.setsudokai.jp/

技術士会だより 会長　木下 幸佐（摂大昭和57年卒）

　技術士会は、平成14年２月の発足以来20年目を迎えました。
摂南大学卒業生で技術士及び修習技術者（技術士補・JABEE課程
修了者）の方を正会員とし、在校生で技術士第一次試験合格者を
準会員として構成し、会員数も76名（内技術士52名）となりまし
た。
　技術士会では毎年総会を実施し、その折りには特別講演会を
開催して技術の研鑽に勤しんでおります。また年２回の会員相
互の親睦会や、在学生に対する技術士第一次試験受験セミナー
の開催を行っております。
　しかしながら、今年も昨年に引き続きコロナ禍により、総会
を含め活動自粛を余儀なくされております。皆様方におかれま
しても公私にわたり活動を制限されている事と存じますが、十
分に注意を払って国難を乗り切りましょう。
　技術士及び修習技術者の方は是非、技術士会のHPより入会を
お願いします。微力ながら母校の発展に尽力しましょう。

備室準 スタッフ紹介
　本年５月より都市
環境工学科準備室で
勤務しております細
川です。
　度重なる緊急事態
宣言の中、オンライ
ンでの授業がメインとなり学生
との関わりが少なくなかなかコ
ミュニケーションをとることが
難しいですが、積極的に挨拶す
ることを心がけております。
　まだまだ、わからないことば
かりですが、少しでも先生方、
学生のサポートができればと思
います。どうぞよろしくお願い
いたします。

昨年10月以降に寄付いただいた方を今号にてご紹介いたします。 （令和３年 9月現在 敬称略・順不同）
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細川 法子

訃　　報

奥西　三博 様（昭和42年卒）　（平成21年４月　逝去）

山本　展孝 様（昭和42年卒）　（平成31年２月27日　逝去）

遠藤　司郎 様（昭和44年卒）　（平成30年　逝去）

下山　恵一 様（昭和44年卒）　（平成31年３月　逝去）

大宅　泰司 様（昭和62年卒）　（令和２年３月31日　逝去）

謹んでご冥福をお祈りします。
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成長するために

２年生　池田 陽彦
　僕は今、都市環境総合コースでの専門科目

の

勉強と教職課程の勉強の二つを主軸に置き、
大

学での学修に励んでいます。予てから教師に
な

る事を夢見ていましたが、専門知識を学んで
い

く中で技術職にも大きな魅力を感じるように
な

りました。そのため、将来の幅を広げるべく
、どちらも妥協せず不断の

努力を重ねています。もちろん簡単なことで
はありませんが、壁にぶつ

かることは成長するチャンスだと捉え、諦め
ずに取り組んでいます。

　このように学修意欲を高く持てているのは
、丁寧な御指導・御声掛け

を下さり、背中を押してくださる先生方のお
かげです。また、テレビを

つければ東京オリンピックで堂々と活躍する
自分と同世代の選手たちの

姿を目にします。その姿にも勇気を貰いつつ
、舞台は違えど「今の自分

に出来ることを全うする」ことを改めて念頭
に置き、今後も精進してい

きます。

今の私がするべきこと

３年生　福本 莉央
　この数年、自然災害による被害を伝えるニュー

ス

を目にすることが多くなりました。調べてみると
、

近年、１時間の降水量が50㎜を超える非常に激し
い

雨の回数が、約40年前と比べると約1.4倍に増加
し

ており、今後もさらに増加すると予測されています
。

今までの対策では、将来安心して暮らせることが
出来ないのではないかと不

安さえ覚えます。
　そこで、未来の子供たちが安心して暮らせるよ

うなまちづくりには、街の

個性を生かした災害対策と地域住民とのコミュニ
ケーションが中心になって

くるのではないかと思っています。大学で学んだ
ことをベースに、常に主体

的に、自分なら街の個性を生かしてどのような街
を作るのかを考えるように

しています。例えば、私が所属しているエコシビ
ル部の活動の中心である寝

屋川市は、淀川が横を流れ街の半分が洪水危険地
帯となっていますが、地下

河川や、土のうステーションの設置で防災に備え
ています。また部活で特に

感じるのが地域住民や企業が環境問題に協力的な
ことです。これこそが街の

財産であり、人のネットワークを防災につなげて
いくための仕組みが必要と

思っています。日々、私がイメージする安全安心な
まちづくりを構想中です。

　このページは私たち大学院１回生が企画・制作したものです。ここでは、先生方やOB・OGの方だけでなく、
学生、受験生、そして皆様のご家族様にも、学部生がどのように大学生活を取り組んでいるかがわかるような
会報誌にしたいと考え、学生自身の考えや意見を掲載しています。現在、本学科には289名の学生が在籍して
います。今年度は新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言の発令などによって、例年のような大学生
活が送れない状態が続きました。その影響もあり、学生の考え方が変わってきていることを感じます。そこで
今年度は、このような状況が続くなか、学部生が将来に向けてどのような行動を起こしているのか、大学生活
で何を目的として取り組んでいくのかを、皆様に知ってもらうために、今年のテーマを「今、頑張っていること」
としました。コロナ禍で生活が急激に変化していく中でも、その変化に上手に対応していると感じました。最
後に、このページを作成するにあたって、協力してくださった、教員方やアンケートに答えてくださった学部
生の皆様に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

編集委員
後列　杉本 雅弥、中原 汰朗、辻川 義知、鈴木 和也
前列　枩本 好太、金子 渉平、塚本 真太朗

新生活様式での発見
１年生　入船 遥
　新型コロナウイルスの影響で日常生活のあらゆる場面において、変化がありました。
　その結果自宅で過ごす時間が増え運動不足に悩まされましたが、入学と同時にウォーキングを始めました。夕刻の人が少ない時間帯で比較的、運動しやすい気候の中、毎日小一時間実施しています。運動するとストレスも解消されご飯が美味しいです。毎日ウォーキングをして５ヶ月がたち、その中で色々な発見がありました。公園のリニューアルで緑地化やマンション入り口でのスロープの設置、戸建て住宅の宅配BOXの設置など意識を傾ければ様々な変化に気づきました。変化があるということは、必ず理由があると思います。今後、梅田のまちびらきや私が住んでいる地域でも開発が進められていきます。新築のオフィスビルなどはコロナ対策によりエレベーターの非接触や換気が充実されたものもあります。小さな発見から大きな発見に繋げ新生活様式の中でも好奇心を忘れず楽しみたいと思います。新生活やニーズにあった都市開発に応えられるよう日々の変化を敏感に反応し授業と結び付け、社会に出てこれからの未来の生活に貢献できるよう頑張っていきたいと思います。

活躍できる人材になるために

４年生　森本 裕真
　私が現在、頑張っていることは２つあります。
１つ目はゼミでの研究活動です。研究活動ではプ
ログラミングを使用し、AIに空き家の画像を学ば
せ、「空き家」か「空き家ではない」という判断を自動
的にしてもらうという研究をしています。プログラミングを使用するのは初めてであり、うまくいかないことが多いですが、少しずつ着実に進んでおり、自分の成長につながっていると感じています。また、私は摂南大学大学院の修士課程に進学します。現在学んでいる研究を大学院に進学しても継続する予定なので、さらに力をつけなければならないと考えています。大学院では課題を自分で見つけて解決することで、自分の成長に繋がると考えています。ここで結果を出すことで自分の成長に繋がり、企業に就職した際に今の頑張りが必ず役に立つと思います。　２つ目は英語の勉強です。私は海外旅行が好きで１年に１度は行っていました。しかし、コロナの影響で行けず、落ち着いたら行きたいと考えています。その際に、現地の人と交流をできるように英語力を鍛えています。現在の目標はTOEICで良い点数を取れるように勉強しており、単語や文法の重要な箇所からもう一度学び直しています。このような経験を活かして社会に貢献できるような人間になりたいと思います。

編 集 後 記

テーマ：今、頑張っていること

大学生活
の中で、私達はこんなことを考えています！
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